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●第４次町行政改革の取り組みと計画をお知らせします‥2～7

●少年消防クラブ員の愛知県消防学校一日入校体験‥‥‥8・9

●第３回すいせんひろば秋まつり開催のお知らせ‥‥‥‥‥17

篠島っ子がどまつりへ
８月25・26日に名古屋市始め22会場で行われた
「にっぽんど真ん中祭り（どまつり）」に、篠島小
５・６年生のチーム「篠島魂　朋輩

ほうばい

」が参加。８月
24日に篠島漁業市場で壮行会が行われ、元気いっ
ぱいの踊りを披露していました。
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第４次町行政改革の
取り組みと計画をお知らせします

・17年度計画完了
≪財政効果≫10,360千円減　[累計：36,568千円減]

・指定管理者制度を導入（4/1）７施設
老人憩の家　４施設（自治区）生きがい活動支援セ
ンター２施設（社会福祉協議会）若子会館（自治区）

・施設業務委託の検討
・町営施設の民間委託化を検討

・補助金交付要綱の改正（4/1）
・18年度補助金（一般財源ベース）交付実績
224,603千円　≪財政効果≫34,485千円減

・漁港港湾事業について他市町の実態を調査
・公共事業受益者負担調査（全事業）
・新規事業の受益者負担のあり方について検討

・ゴミ処理の有料化・減量化の検討（12回）
＜検討結果＞
①有料化のための手数料算定は「従量制」を基本と
する
②処理手数料の有料化については広域ゴミ処理及び
容器包装リサイクルの実施経費とあわせ今後検討
していくこととする

・学校開放施設及び町民会館グランド早朝利用の使用料
条例一部改正（4/1施行）

・普通財産の調査・整理
普通財産の図面（位置図・公図等）の整備

・町有財産の売却
払下普通財産　５件　９筆　708㎡

≪財政効果≫7,027千円　[累計：31,401千円]

・滞納対策状況調査（行政サービスの制限）
16項目71事業について知多地区5市5町の制限状況を
まとめる

・夜間・休日徴収の実施
＜夜間臨戸徴収＞　日数　11日間　訪問件数　218件
徴収件数　18件　徴収額432,300円
＜休日収納窓口＞　日数　12日間　徴収件数　41件
徴収額　1,120,319円

・他市町の課税状況について研究
・課税客体（施設等）の定義づけについて研究
・軽減措置の検討

・法定外税について事例調査結果を取りまとめ、研究し
た
市町村法定外普通税　７事例

年　度　毎　の　実　行　内　容
平 成 18 年 度 実 績 平 成 19 年 度 計 画

・17年度計画完了

・施設業務委託の検討

・削減目標に向けた補助要綱の整備

・18年度計画完了

・ゴミ処理の有料化について検討
可燃・粗大･埋立ゴミの同時有料化
手数料条例の検討
先進地の研究
容器包装リサイクルの実施について検討

・住民への周知

・公共料金の適正化を検討

・町有財産（普通財産）の調査・整理
(1)普通財産台帳の図面（位置図・公図等）の整備
(2)現地調査による利用状況把握・未利用地のリスト
アップ

・未利用地の売却

・滞納対策（行政サービスの制限）について検討
・夜間・休日徴収の実施

夜間臨戸徴収　12日間
休日収納窓口　毎月１回（午前中）

・税の目的と課税のバランスを取りつつ検討する

・18年度計画完了

簡素で効率的な行財政運営を目指して

第４次町行政改革の
取り組みと計画をお知らせします

第４次町行政改革基本方針３つの視点

１．行財政運営の簡素効率化　２．町民との協働による行政運営　３．行政体制の整備と基盤の強化
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町行政改革推進委員会委員
（10名）

間　　瀬　　　　　巖
山　　下　　三 千 男
相　　川　　靖　　朗
内　　田　　英　　明
兼　　井　　照　　也
前　　田　　　　　隆
青　　山　　福　　和
渡　　辺　　幸　　一
山　　本　　比 佐 子
鈴　　木　　人　　見

（敬称略）

町では、平成16年度から第４次行政改革を進めています。

８月24日に町内各界代表10名で構成する町行政改革推進

委員会が開催され、平成18年度の改革実績と19年度の実行

計画について、町行革推進本部から報告がされました。

その内容についてお知らせします。

１　行財政運営の簡素効率化

主　　要　　事　　項

(1)事務事業の整理合理化 篠島・日間賀島支所の廃止 ○17年度より篠島・日間賀島支所を廃止し、サービ
スセンターに移行する。

公共施設管理の民間委託

補助金の整理合理化

公共事業等の受益者負担

町有財産の有効利用と未利
用地の処分

町税等の収納率向上

入湯税の課税客体（施設等）
の見直し

新税（町税）導入の研究

(2)民間委託等の推進

(3)補助金の整理合理化

(4)受益と負担の適正化

○公共施設の管理について民間委託を検討する。

○町補助金を見直し、補助額の削減を図る。
16年度の補助額を基準に17～20年度まで各年５％
削減（総計20％削減）

○公共事業（一般土木事業等）において受益者負担
の検討

○ゴミ処理の有料化・減量化を図る。

○社会教育施設、社会体育施設の使用料の見直し
○手数料の見直し
○占用料の見直し
○目的外使用

○町有財産を調査し、未利用地の有効活用と処分
（売却）を検討・実施する。

○各種施策に対して納税証明書添付の義務づけ
○夜間・休日徴収の実施

○入湯税の課税客体（施設等）について18年度実施
を目標に見直しをする。

○新税（町税）導入の研究をする

公共料金（使用料・手数
料・占用料）の適正化

(5)自主財源の確保

推　進　内　容 全体計画の内容（平成16年度～20年度）



4H19.９.15

・17年度計画完了
≪財政効果≫61,550千円減　[累計:129,476千円減]

・豊浜小・豊丘小統廃合関係
(1)耐震対策事業を実施（豊浜小）
①仮設校舎設置
②北校舎取壊・改築工事
(2)豊丘小跡地利用の検討及び閉校記念誌の発行準備
(3)豊浜小ＰＴＡへ計画説明と協力依頼

・内海小・山海小統廃合関係
(1)山海小ＰＴＡへ説明会

年　度　毎　の　実　行　内　容
平 成 18 年 度 実 績 平 成 19 年 度 計 画

・17年度計画完了

・豊浜小・豊丘小統廃合関係
(1)耐震対策事業を実施（豊浜小）
①北校舎改築工事
②南校舎耐震補強工事
(2)豊丘小跡地利用の検討及び閉校記念誌の発行準備
(3)スクールバス導入・交流事業の実施

・内海小・山海小統廃合関係
(1)内海小耐震対策事業（設計業務）
(2)説明会の開催（地域・両校PTA)

・実施要綱（素案）を作成
・パブリックコメントの流れを検討
「意見募集－結果の公表－町の考え方」の様式案を作
成
基本方針の検討
・試験実施
「町障害福祉計画」（福祉環境課）
町ホームページ、町広報
募集期間　12／15～12／26（12日間）

＜結果＞意見なし

・町付属機関委員の登用状況調査実施
16.4.1現在　　２０．２６％
17.4.1現在　　２０．０９％
18.4.1現在　　１８．２２％

・町広報での啓発

・17年度に引き続きＥＭ活性液の製造と河川投入につい
てＮＰＯに委託
18年度製造量　18,720
週１回360 を４河川（内海川・浜田川・百々川・
片名川）に投入
≪財政効果≫　229千円　[累計：427千円]

・職員研修
演題　「ボランティアとの協働を進めるにあたって」
講師　愛知新城大谷大学専任講師　清水将一先生
日時　平成19年２月15日（木）
受講者　町職員　140人　

・ボランティアとの協働実績
観光ボランティアガイド
産業まつり清掃ボランティア
高齢者教室受付ボランティア

・ボランティア団体の把握（平成18年度）
①南知多町ボランティアセンター登録
28団体　465人（社会福祉協議会）
②ホストファミリー・語学ボランティア登録（企画情
報課）

・自主防災組織設立について協力要請
区長全体会（４月）
中之郷区自主防災会が結成（５月）
楠区自主防災会（内海）が結成（６月）
豊浜地区区長会（７月）

・コミュニティ助成事業により防災資機材整備（篠島地
区防災組織）（８～10月）
・自主防災会防災資材整備事業を実施（内海中之郷区）

年　度　毎　の　実　行　内　容
平 成 18 年 度 実 績 平 成 19 年 度 計 画

・要綱（案）の決定
・各課へ試験導入通知

・職員研修　　　　　　　
職員の意識改革を図るため、職員研修を実施する。

・町行事での啓発
県より啓発資材を借用し、町産業まつりでパネルの
展示、リーフレットの配布等を実施する。

・県男女共同参画社会支援セミナー研究員の推薦
１名の派遣を予定

・18年度計画完了

・ボランティアとの協働による行政の事務事業について
の継続と検討

・自主防災組織設立について協力要請
・組織設立支援
・資機材の整備支援
・自主防災講演会（10～11月）
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主　　要　　事　　項

(6)公共施設等の適正配置 保育所の統廃合の実施（公
立７保育所⇒５保育所）

○平成16年度入所児童数22人（充足率36.7%）の山海
保育所及び入所児童数28人（充足率46.7%）の豊浦
保育所を廃止し、山海保育所を内海保育所へ、豊
浦保育所をかるも保育所へ統合する。

小中学校の統廃合と有効活
用

○より良い学校環境整備基本計画（仮称）を16年度
に策定し、小中学校の統廃合・有効活用を図る。

推　進　内　容 全体計画の内容（平成16年度～20年度）

２　町民との協働による行政運営

主　　要　　事　　項

(1)住民協働の推進 パブリックコメント制度の
導入の検討

○政策の決定過程で町民の意見を聞いて反映させる
「パブリックコメント制度」の導入を20年度末を
目標に検討する。

男女共同参画社会の実現

NPOとの協働

職員の意識改革とボランテ
ィアとの協働

(2)男女共同参画の推進

(3)町民、民間事業者、公的団
体、行政の役割分担の推進

○推進計画を作成する。
○平成20年度までに法令・条例設置による付属機関
委員への女性の登用率25％を目指す。
H16.4.1現在　20.26％

○河川浄化のために実施しているEM活性液の製造
及び河川投入を17年度よりNPOに委託する。

○町職員の意識改革を図るとともに、町内のボラン
ティア活動を実践するグループや個人を把握し、
各課において町民との協働による行政運営を実践
する。

○各区に対し、組織づくりの必要性を説明
○組織の設立支援（要綱制定、備品整備）

自主防災組織の設立支援と
育成

推　進　内　容 全体計画の内容（平成16年度～20年度）
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・厚生部の再編（4/1）
介護予防事業への対応など、４係を再編し、２課３
係の名称を変更。
民生課→福祉環境課　　　衛生課→保健介護課
国保年金係＋社会福祉係（老健・福祉）→国保医療係
高齢者福祉係→高齢者介護係
環境衛生係　→環境保全係

・平成17年度退職者数（３名）
保健師　１名　　保育士　１名
学校給食センター（調理員）１名

・18年度採用（２名）
保健師　２名　　　　　　　【１名減】
≪財政効果≫61,490千円減（職員延減10名分）
[累計:115,625千円減]

・給与等の削減
４役報酬　△10％　　地域手当　△１％（9％→8％）
管理職手当△15％
≪財政効果≫19,756千円減
[累計:58,863千円減]

・職員の資質向上及び能力開発のための研修を実施
①職場研修（339名）救急法、健康管理研修、情報セキ
ュリティ研修等
②派遣研修（55名）アカデミー研修、自治研修所研修、
県町村会研修等

○知多広域行政圏協議会で広域行政について研究
①協議会　　　　年２回　大府市役所
②事務局会議等
・事務局会議　８回
・他地域交流会議(海部地区)（11／8）
・幹事・事務局合同研修会（1／25）約100名
・先進地視察（2／1～２）

我孫子市（千葉県）・小田原市(神奈川県）
○知多南部２市４町広域まちづくり研究会（11/10）
広域的課題について意見交換（ごみ処理等）

○知多南部地域ごみ処理広域化ブロック会議
構成市町：２市３町（２回開催）

年　度　毎　の　実　行　内　容
平 成 18 年 度 実 績 平 成 19 年 度 計 画

・国･県の動向をみて、問題点の洗い出しをし、必要に
より本部会議へ提案していく。

・平成18年度退職者数（12名）
事務職　４名　　保健師　１名　　保育士　１名
総務課用務員　１名　　学校用務員　　２名
保育所調理員　２名
学校給食センター（調理員）１名

・19年度採用（３名）
事務職　１名　　保健師　２名　　　　【９名減】
≪財政効果見込≫114,000千円減（職員延減19名分）

・給与等の削減
町長報酬　　△30％　　副町長報酬　△15％
教育長報酬　△７％　　町長期末手当△30％（12月
支給分） 地域手当　　△１％（9％→8％）

≪財政効果見込≫　17,021千円減

・資質向上及び能力開発のための研修を実施（約200名）
①職場研修　救急法講習会等
②派遣研修　アカデミー研修、自治研修所研修等

・知多広域行政圏協議会において時勢に応じた研修を実
施する。
①協議会　　　　年２回（10月・３月）
②事務局会議等　月１回

・知多南部２市４町広域まちづくり研究会において今後
の研究会のあり方を検討

・知多南部地域ごみ処理広域化ブロック会議
①半田市（環境センター）に事務局を置き、各市町よ

り職員が出向
（半田市２名、他の市町は各１名　　計６名）
②一部事務組合設立準備
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愛
知
県
内
に
は
、
11
か
所
に
公
証

役
場
が
あ
り
、
永
く
裁
判
官
や
検
察

官
等
を
勤
め
た
26
人
の
公
証
人
が
、

公
正
証
書
を
作
成
し
、
会
社
定
款
を

認
証
す
る
な
ど
の
仕
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

公
正
証
書
は
、
大
切
な
契
約
や
遺

言
等
で
後
に
紛
争
が
生
じ
な
い
よ
う

に
法
律
的
に
慎
重
に
検
討
し
て
作
成

さ
れ
る
も
の
で
、
金
銭
債
権
に
つ
い

て
は
裁
判
に
訴
え
な
く
て
も
差
押
え

な
ど
の
強
制
執
行
力
が
与
え
ら
れ
、

遺
言
に
つ
い
て
は
家
庭
裁
判
所
の
検

認
手
続
が
不
要
と
な
る
な
ど
強
い
効

力
や
証
明
力
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
正
証
書
は
、
公
証
役
場
が

そ
の
原
本
を
一
定
期
間
保
存
す
る
た

め
、
契
約
書
類
な
ど
が
紛
失
し
た
り

偽
造
さ
れ
る
と
言
っ
た
心
配
が
あ
り

ま
せ
ん
。

今
後
、
本
格
的
な
老
齢
社
会
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
老
後
の
財
産
管
理

や
介
護
に
備
え
、
遺
言
や
新
し
く
制

度
化
さ
れ
た
任
意
後
見
契
約
を
十
分

に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

是
非
公
証
役
場
に
足
を
お
運
び
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
い
つ
で
も
無
料
で
、
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
ま
で
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

公
証
週
間
の
10
月
１
日
〜
７
日
ま

で
の
期
間
中
、
公
証
役
場
に
お
い
て

「
無
料
公
証
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
１
日（
月
）〜
７
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所

半
田
公
証
役
場
　
半
田
市
宮

路
町
273

柊
ビ
ル
２
階

q
２
２
‐
１
５
５
１

問
い
合
わ
せ

愛
知
公
証
人
会
事
務

局
（
葵
町
公
証
役
場
内
）

q
０
５
２
‐
９
３
１
‐
０
３
５
３

「
無
料
公
証
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
す

10
月
１
日
〜
７
日
は
「
公
証
週
間
」
で
す

公
証
人
・
公
証
役
場
を

ご
存
知
で
す
か
？

３　行政体制の整備と基盤の強化

主　　要　　事　　項

(1)組織・機構の活性化と再編
成

庁内組織の再編成 ○庁内組織の再編について国県の動向を見ながら推
進期間中に随時検討していく

職員定数の適正管理

給与の適正化

研修制度の充実

(2)定員管理の適正化

(3)職員の資質向上と能力開発

(4)広域行政の推進

○第３次行政改革において、計画以上の削減が図ら
れたが、人件費の抑制を図るため、なお一層の削
減に努める。

【削減目標】
H16～20 20人削減
＊H16.4.1現在職員数　232人

(前年比3人減）
＊H20.4.1目標職員数　215人

○財政状況等による時限的な手当等の見直し

○職員の資質向上と能力開発に努める

○広域行政の推進を図る。
○美浜町との合併協議を進める。

広域行政の推進

推　進　内　容 全体計画の内容（平成16年度～20年度）



今
回
、
わ
た
し
は
初
め
て
消
防
学

校
一
日
入
校
に
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
入
校
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ

た
の
は
、
先
生
に
消
防
学
校
の
内
容

を
聞
く
と
、
消
防
士
に
な
る
た
め
に

は
、
ど
ん
な
訓
練
を
受
け
て
い
る
の

か
が
、
実
際
に
見
た
り
、
体
験
で
き

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
一
日
入

校
を
希
望
し
ま
し
た
。

実
際
に
行
く
と
、
す
ご
く
広
い
所

で
、
二
百
人
以
上
の
小
学
生
の
人
た

ち
が
大
き
な
体
育
館
に
集
ま
っ
て
い

て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
各
班
ご
と
に
分
か
れ
て
体

験
が
始
ま
る
と
救
急
体
験
や
ロ
ー
プ

結
索
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
が
あ

り
、
そ
の
場
所
、
そ
の
場
所
で
、
消

防
士
に
な
る
た
め
の
勉
強
を
し
て
い

る
人
た
ち
が
、
見
せ
て
く
れ
た
り
、

教
え
て
く
れ
た
り
、
笑
わ
せ
て
く
れ

た
り
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
す
ご
く
び
っ
く
り

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

女
性
消
防
士
の
人
数
が
予
想
以
上
に

多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
も
や
る

こ
と
は
男
性
消
防
士
と
同
じ
で
、
わ

た
し
は
、
よ
く
厳
し
い
訓
練
に
た
え

ら
れ
る
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
わ
た

し
は
、
一
日
体
験
で
も
つ
ら
か
っ
た

の
に
、
毎
日
あ
れ
以
上
の
訓
練
を
す

る
な
ん
て
、
消
防
士
に
な
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
て
も
大
変
で
大
き
な
夢

な
ん
だ
な
ぁ
と
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
こ
の
消
防
学
校
一
日

入
校
で
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
身
に

付
い
た
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ロ

ー
プ
結
索
で
は
、
消
防
士
の
方
が
実

際
に
使
っ
て
い
る
ロ
ー
プ
の
し
ば
り

方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

し
ば
り
方
の
ロ
ー
プ
は
、
と
て
も
か

た
く
て
、
で
も
あ
る
ほ
ど
き
方
を
す

る
と
、
す
ぐ
に
ほ
ど
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
一
本
の
ロ
ー
プ
で
も
、
し
ば

り
方
を
変
え
れ
ば
、
す
ご
い
役
に
立

つ
こ
と
が
初
め
て
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
震
体
験
で
は
、
阪
神
淡

路
大
震
災
と
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
、
東
海
地
震
を
体
験

し
ま
し
た
。
二
つ
の
地
震
と
も
、
と

て
も
立
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
家
で
も
、
地
震
に
備

え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
消
防
学
校
一
日
入
校
は
、
普

段
の
消
防
士
の
方
の
苦
労
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
。

消
防
学
校
で
お
世
話
に
な
っ
た
消

防
士
の
方
々
、
夏
休
み
に
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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消
火
器
説
明

▲

知
多
南
部
消
防
本
部
予
防
課
q
６
４
‐
０
１
２
１（
直
通
）

知
多
南
部
消
防
組
合
で
は
、
管
内
の
小
学
校
５
・
６
年
生
児
童
で
結

成
し
て
い
る
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
消
防
に
つ
い
て
の
関
心
を
深
め
て

も
ら
い
、
ク
ラ
ブ
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
、
毎
年
、
尾
張
旭
市
に

あ
る
愛
知
県
消
防
学
校
で
「
一
日
入
校
体
験
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
去
る
７
月
31
日（
火
）に
各
ク
ラ
ブ
員
の
代
表
73
人
が
入
校
し

ま
し
た
。
入
校
し
た
ク
ラ
ブ
員
の
中
か
ら
代
表
し
て
２
人
の
体
験
作
文

を
紹
介
し
ま
す
。

少
年
消
防

ク
ラ
ブ
員
の

愛
知
県
消
防
学
校
一
日
入
校
体
験

愛
知
県
消
防
学
校
一
日
入
校
体
験

消
防
学
校
で
学
ん
だ
こ
と

豊
浜
小
学
校
　
６
年
　

浜
口
　
翔
子



今
日
は
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
日
。
い
ろ
ん
な
体

験
が
出
来
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、

行
く
前
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し

た
。
消
防
署
と
い
っ
た
ら
、
こ
わ
い

人
や
き
び
し
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
、

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

行
っ
て
み
る
と
み
な
さ
ん
が
や
さ
し

く
て
、
い
い
人
ば
か
り
で
し
た
。
私

は
少
し
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

私
が
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
の

は
、
地
震
体
験
で
す
。
一
学
期
、
学

校
に
起
震
車
の
「
な
ま
ず
号
」
が
き

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、「
震

度
７
の
ゆ
れ
の
わ
り
に
は
、
あ
ま
り

ヒ
ド
イ
ゆ
れ
じ
ゃ
な
い
な
。」
と
思

い
ま
し
た
。
で
も
今
日
体
験
し
て
み

る
と
、
す
ご
か
っ
た
で
す
。
も
う
す

ぐ
愛
知
県
に
く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
、

東
海
地
震
の
す
い
測
の
ゆ
れ
を
体
験

し
た
時
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時

よ
り
も
、
ゆ
れ
時
間
も
長
く
、
37
秒

も
ゆ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の

場
所
に
飾
っ
て
あ
っ
た
地
震
の
い
ろ

い
ろ
な
写
真
を
見
て
、「
こ
ん
な
に

大
き
な
地
震
が
こ
こ
愛
知
県
に
お
こ

る
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
。」
と
思

い
、
と
て
も
こ
わ
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
私
は
ま
だ
こ
ん
な
に
大
き
な
地

震
を
本
当
に
体
験
し
た
こ
と
が
な
い

の
で
、
今
日
の
体
験
は
、
と
っ
て
も

い
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

家
で
も
地
震
に
そ
な
え
て
、
家
族

で
避
難
所
の
確
認
や
、
持
出
袋
に
水
、

バ
ン
ソ
ウ
コ
ウ
、
カ
ン
パ
ン
な
ど
を

入
れ
て
準
備
し
て
い
ま
す
。
私
の
家

は
海
に
近
く
津
波
の
心
配
も
あ
る
の

で
、
す
ぐ
に
避
難
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
い
ざ
地
震
と
い
う
時
に
、

落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。

今
日
は
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
、

楽
し
く
も
あ
り
、
と
て
も
い
い
体
験

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
私
は
、
少

し
消
防
士
に
あ
こ
が
れ
ま
し
た
。
女

性
の
消
防
士
は
少
な
い
け
ど
、
だ
か

ら
こ
そ
、
か
っ
こ
い
い
な
ぁ
ー
と
思

い
ま
し
た
。
な
れ
る
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
け
ど
、
消
防
士
を
私
の
夢

の
一
つ
と
し
て
、
が
ん
ば
り
た
い
で

す
。今

日
一
日
、
い
ろ
ん
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
に
行

け
る
き
か
い
が
あ
れ
ば
い
い
な
ぁ
ー
。
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煙
道
体
験

▲

ロ
ー
プ
体
験

▲

地
震
体
験

▲

救
急
体
験

▲

消
防
車
説
明
、
試
乗

▲

思
い
出
に
残
っ
た

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

師
崎
小
学
校
　
６
年
　

土
井
　
彩
名
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「こころ会」が
和太鼓コンテストで優勝

内海の和太鼓グループ「こころ会」が８月14
日に長野県岡谷市で行われた世界和太鼓打ち比
べコンテストで優勝にあたる文部科学大臣賞を
受賞。８月22日、役場を訪れ喜びの報告をしま
した。
リーダーの籾山えりさんは「昨年ボランティ

アで岡谷市を訪れたため、岡谷の人も応援に来
てくれて、よりがんばれた」と話していました。
昨年、岡谷市は豪雨災害のため同大会が中止に
なり、こころ会は募金や手作りの壁掛けを送る
活動などを行いました。

　企画情報課　広報担当まで�

本町出身の中野君と山本君所属チームが
全国定通制高校サッカー大会で３位に。
８月10日から14日、静岡市で開催された第17回全国高等学校定時制
通信制サッカー大会に、本町出身の中野優也君と山本真也君が所属す
る科学技術学園高等学校刈谷（デンソー工業技術短大高等部）が愛知
県予選を勝ち抜き、全国大会へ出場しました。
２人は山海サッカー少年団、内海中学校出身。２人ともチームの主
力として活躍し、惜しくも準決勝で敗退しましたが、３位の成績を収
めました。

太
極
拳
を
習
い
は
じ
め
た
こ

と
に
よ
っ
て
「
足
腰
が
強
く
な

っ
た
、
胃
の
調
子
が
よ
く
な
っ

た
」
な
ど
健
康
に
い
い
と
好
評

で
す
。
こ
の
機
会
に
一
度
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
２
日
・
16
日
・
23
日
・
30

日
　
火
曜
日

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場
所

町
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

参
加
費

無
料

申
し
込
み

10
月
２
日（
火
）ま
で
に
左
記
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

石
黒
満
昭
q
６
５
‐
０
６
０
２

健
康
づ
く
り
の
仲
間
に

入
り
ま
せ
ん
か
!!

太
極
拳
体
験
講
習

参
加
者
募
集

太鼓の一部は財団法人
自治総合センターより宝
くじの普及広報を目的と
したコミュニティ助成事
業で新しくしました。



11 H19.９.15
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々
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き
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中
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片
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昭
夫

妻
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に
映
る
漁
火
秋
の
宿

相
川
　
成
三

酔
芙
容
紅
さ
し
て
来
し
昼
さ
が
り

小
島
　
祝
代

夏
枯
れ
や
紫
淡
く
豆
の
花

相
川
三
重
子

山
越
え
て
展
け
し
村
の
蝉
時
雨

田
中
美
奈
代

汐
　
俳
　
句
　
会

趣趣
味味
のの
文文
芸芸

俳

句

施　　　設　　　名
1 内 海 サ ー ビ ス セ ン タ ー
2 南 知 多 町 役 場 （ 本 庁 ）
3 町 総 合 体 育 館
4 師 崎 サ ー ビ ス セ ン タ ー
5 師 崎 港 観 光 セ ン タ ー
6 篠 島 サ ー ビ ス セ ン タ ー
7 日 間 賀 島 サ ー ビ ス セ ン タ ー

総務課（内線215）

まちの話題をお知らせください。

走る町政教室で町政を体感
８月21日、「走る町政教室」が行われ、地域婦人

会の方19名が参加。知的障害者通所授産施設「すい
せんひろば」、特別養護老人ホーム「あい寿の丘」、
知多南部クリーンセンターを訪れ、見学しながら各
施設の方から施設の運営状況や抱えている問題点な
どの説明を受けました。
参加者からは次のような感想が出ていました。

すいせんひろば
「障害がありながら真剣に取り組む姿に感動した」
「施設利用の自己負担があり驚いた」
あい寿の丘
「老人への対応、丁寧に接する姿に感心した」
「自分の将来を考えさせられた」
知多南部クリーンセンター
「ゴミの多さに驚いた、物を買う場合も考えたい」
「混ぜればゴミ、分ければ資源」

ＡＥＤを設置しました
このたび、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を町内７箇

所の公共施設に設置しました。（下表参照）
ＡＥＤの使用方法については、広報７月15日号に掲載
してありますので、ご覧ください。
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雇用保険法が変わります! ～雇用保険被保険者のみなさまへ～

1 雇用保険の受給資格要件が変わります
○これまで週所定労働時間による被保険者区分
（短時間労働者以外の一般被保険者／短時間被
保険者）をなくし、雇用保険の基本手当の受給
資格要件を一本化します。

○原則として、平成19年10月１日以降に離職され
た方が対象となります。

2 育児休業給付の給付率が50％に上がります
○給付率を休業前賃金の40％から50％に引き上げ
ます。

○平成19年３月31日以降に職場復帰された方から
平成22年３月31日までに育児休業を開始された
方までが対象となります。

・短時間労働者以外の一般被保険者
⇒６月（各月14日以上）

・短時間労働被保険者（週所定労働時間20～30時間）
⇒12月（各月11日以上）

雇用保険の基本手当を受給するためには、
週所定労働時間の長短にかかわらず、原則、

12月（各月11日以上）
の被保険者期間が必要。

※倒産・解雇等により離職された方（注）は、
６月（各月11日以上）が必要。

（注）詳しい条件等は、都道府県労働局職業安定部又はお近くの
公共職業安定所（ハローワーク）にお問合せください。

休業期間中30％＋職場復帰後６か月10％

休業期間中30％＋職場復帰後６か月20％

※育児休業給付の支給を受けた期間は、基本手当の算定基
礎期間から除外されます（平成19年10月１日以降に育児
休業を開始された方に適用）。

3 教育訓練給付の要件・内容が変わります
○本来は「３年以上」の被保険者期間が必要であ
る受給要件を、当分の間、初回に限り「１年以
上」に緩和します。

○また、これまで被保険者期間によって異なって
いた給付率及び上限額を一本化します。

○いずれの措置も、平成19年10月１日以降に指定
講座の受講を開始された方が対象となります。

被保険者期間３年以上５年未満　20％（上限10万円）
被保険者期間５年以上　　　　　40％（上限20万円）

被保険者期間３年以上　20％（上限10万円）
（初回に限り、被保険者期間１年以上で受給可能）

過激派は、個人宅や自衛隊施設を対象として爆弾
や時限式発火装置を使用した凶悪なテロ、ゲリラ事
件を引き起こしたり、派閥内での対立から相互に相
手を殺傷し合う内ゲバ事件を引き起こす一方、対立
する団体や個人の動向を探るため、違法な調査活動
を組織的に行っている凶悪で反社会的な集団です。
◎ここが違う過激派の行動
反社会的な行為を行っている非公然活動家は、ア
パート、マンションの一室に非公然アジトを設定し、
巧妙に一般市民を装って潜んでいます。しかし、よ
く見ると必ず不自然な行動をしています。
・昼間でもカーテンをして、部屋の中が見えないよ

うにしている。
・部屋の出入りの際、周囲を異常に気にしている。
・外出は、人目がなくなってからにしている。
・単身のはずなのに、数人の者が出入りしている。
このような人を見たり、聞いたり、知ったりした時
は、どんなことでも結構ですから、半田警察署、最
寄りの交番、駐在所へご連絡ください。平穏な市民
生活を脅かす過激派の壊滅に向け全力を挙げ取り組
んでいきますので、皆さんのご理解とご協力をお願
いいたします。

旧

新

旧

新

旧

新

☆詳しくは、愛知県労働局職業安定部または半田
公共職業安定所（ハローワークq21-0023）にお
尋ねください。
☆雇用保険法の改正に概要は下記をご覧ください。
http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/
koyouhoken05/index.html

アッ！となりにいた　知らぬ間に　あなたのそばに　過激派が
～過激派の非公然アジト発見にご協力を～

半 田 警 察 署　　q21－0110



13 H19.９.15

平成19年10月１日現在で就業構造基本調査を実施します
全国から抽出された約45万世帯の15歳以上の

方々を対象に、ふだん何か収入になる仕事をして
いるかどうかや就業に関する希望などについて調
査します。
調査結果からは、若者、高齢者や女性の多様化

する就業状況や産業構造の変化に伴う雇用流動化
の実態など就業に関する詳しい状況が明らかにな
り、国や愛知県の雇用政策や経済政策などの各種
行政施策を立案する際の基礎資料となります。

調査の対象となる世帯には、統計調査員が伺い
調査票の記入をお願いしますので、よろしくご協
力ください。

総務省統計局・愛知県統計課
http://www.stat.go.jp/

役場企画情報課（内線332）

高齢者（65歳以上）の方を対象に「はつらつ教
室」を開催します。
教室では、下肢の筋力やバランス感覚などの運
動機能を高めることを目的に、みんなで楽しみな
がらの運動や、ゲーム、レクリエーションを行い
ます。ぜひご参加ください。

対 象 者 町内にお住まいの65歳以上の方
（10月１日現在）

内　　容 健康体操、ゲーム、レクリエーション
場　　所 町内５会場（別表参照）
日　　程 10月～１月の期間内に８日間
定　　員 各会場20名
講 師 等 健康運動指導士、保健師
参 加 費 無料

問い合わせ 保健介護課　q65－0711（内線541）
地域包括支援センター　q64－3265

申込方法 保健介護課、地域包括支援センターま
たは、各サービスセンターに備付の申
込書に必要事項を記入の上お申込みく
ださい。

申込期限 ９月28日（金）
（定員になり次第締め切ります。）

地　　区 会　　　　　場 定　員 日　　　程　　　等

内　　海 町 公 民 館 内 海 分 館 ２０名 事前・健康チェック１日（１人20分）
教室６日（６回コース、１回２時間）
事後・健康チェック１日（１人20分）

計８日間

※詳しい日程等は保健介護課または
地域包括支援センターへお問い合わ
せください。

豊　　浜 保 健 セ ン タ ー ２０名

師　　崎 師 崎 公 民 館 ２０名

篠　　島 篠 島 開 発 総 合 セ ン タ ー ２０名

日間賀島 日 間 賀 島 公 民 館 ２０名

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *
* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *
* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *「はつらつ教室」に参加しませんか？「はつらつ教室」に参加しませんか？
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家庭粗大ごみ収集 家庭粗大ごみ収集を、次のとおり実施します

☆燃える粗大ごみ
サイズ　　幅150㎝　長さ180㎝以下のもの
①木製家具類（たんす・机・いす等）
②たたみ・ふとん・座布団
③樹木・木材（太さ15㎝　長さ180㎝以下のもの）
④戸　等

☆燃えない粗大ごみ
サイズ　　たて180㎝　よこ140㎝　厚み100㎝以下のもの
①スチール製品
②家電製品（大型製品およびテレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン・パソコンを除く）
③自転車等

①商売等事業活動により発生したもの（事業系ごみ）
②テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン・パソコン
③農業関連機器（脱穀機等）・漁業関連機器・自動車関連機器
④バッテリー・タイヤ・バイク・消火器
⑤分別収集で回収するもの（びん・カン・陶磁器類・衣類・なべ等）
⑥家の改修・改築・取り壊しによる木材・かわら・壁土等

収集できるもの

収集できない(出してはいけない)もの

◆ ルールは必ず守ってください◆

家庭粗大ごみを早急に処理したい場合は
知多南部クリーンセンター（q62－0402）に電話のうえ、直接搬入
してください。家庭粗大ごみは、無料です。

・決められた収集時間に出してください。（前日からの排出は、絶対やめてください）

・決められた場所に出してください。（可燃ごみ集積所には、絶対出さないでください）

・家庭用以外（事業系）のごみは、絶対出さないでください。（事業者のごみ
は、直接、知多南部クリーンセンターへ搬入してください）

・不法投棄は犯罪です。むやみにごみを捨てる行為は、法律により罰せら
れることがあります。絶対しないでください。

日　　時
収集場所

収集場所位置図�

粗大ごみ収集場所�

篠島サービス�
　　センター�

日　　時
収集場所

収集場所位置図�

粗大ごみ収集場所�

日間賀島�
サービスセンター�

日 間 賀�
小 学 校 �
体 育 館 �

10月９日(火)午前7時～8時15分
篠島（サービスセンター前）

10月12日(金)午前８時～９時
日間賀島（サービスセンター横西側空地）

実施地区

内 海 地 区豊 浜

日間賀島地区

篠 島 地 区

山 海
豊 丘
大 井 地 区
片 名
師 崎

収集時間

午前８時～
午前９時

午前７時30分～
午前８時15分

午前７時～
午前８時

分別収集日

10月２日（火）
10月16日（火）

10月10日（水）
10月24日（水）

10月２日（火）
10月16日（火）

10月４日（木）
10月18日（木）

決められた時間に各地区指定の分別収集会場
（リサイクルステーション）へお出しください。

資源ごみ・不燃ごみの分別
収集のお知らせ　 (10月)

※ふとん等の粗大ごみは、収集しませんので、絶対
出さないでください。
問い合わせ　福祉環境課（内線125）

日　　時
収集場所

粗大ごみ収集場所�

収集場所位置図�

林崎公園�

国道247

師崎漁協製氷�

10月５日(金)午前７時～11時
師崎（師崎漁協製氷北側）

月　日

10月９日
(火)

会　　場 時　　　　間

保健センター
午前９時30分～

11時30分
午後１時～３時30分

献血にご協力ください

血液確保のため、次のとおり献血を行いますので、
皆様のご協力をお願いします。
献血は相互扶助の精神によって成り立っています。
健康なときにこそ献血にご協力ください。

400ml献血にご協力ください

このまちで

夢と元気と生きがいづくり

「けんこう南知多プラン」推進中
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休日急病当番医

●受付時間　午前９時～正午

●急病以外の診療、往診はできません。

●都合により変更になる場合もあります。

9・10月の

当 番 日 当　番　医 診療科目 電話番号
９月16日(日)

17日(月)

23日(日)

24日(月)

30日(日)

10月７日(日)

８日(月)

14日(日)

21日(日)

28日(日)

新美医院（布土） 眼科 82 -0223

白井医院（師崎） 内科 63 -0029

（医）共生会 南知多病院（豊丘） 内科 65 -1111

（医）大岩医院（豊浜） 内科・小児科 65 -0184

（医）顕心会 辻医院（河和）内科・小児科 82 -0106

（医）上床医院（豊浜） 内科・小児科 65 -0604

（医）浜田整形外科・内科クリニック（古布） 整形外科・内科 82 -5511

大岩医院（内海） 内科 62 -0138

榊原医院（布土） 内科・小児科 82 -0205

岩田医院（内海） 内科・小児科 62 -0143

乳幼児の健康診査（10月）

健　　診

10月19日（金）
午後1時～1時30分

10月26日（金）
午後1時～1時30分

平成19年６月生まれ

平成18年４月生まれ

３か月児健康診査

１ 歳 ６ か 月 児
健 康 診 査

11月20日（火）
午後1時～1時30分

平成16年10月生まれ３歳児健康診査

対　　象 月日・受付時間

※場所はいずれも保健センターです。３か月児健康診査
において、離乳食についてのお話もあります。
※10月の３歳児健康診査はありません。

■日程

●平成19年６月生まれの子
●平成19年５月生まれの未実施者

10月３日（水） 保健センター

月 日 場　　所受　付　時　間

午後1時30分～１時50分

ＢＣＧ接種

■日程

対象者

※ＢＣＧ接種は、生後６か月に達するまでに済ませまし
ょう。（生後６か月を過ぎると公費による接種はできませ
んのでご了承ください。）

●１期初回 平成19年１月～平成19年３月生まれの子
●１期追加 １期初回終了後おおむね１年を経過した子
●７歳半未満の未実施者

百日せき・ジフテリア・破傷風混合予防接種

■日程

対象者

10月５日（金） 保健センター

月 日 場　　所受　付　時　間

午後１時30分～２時

10月17日（水） 保健センター午後１時30分～２時

情報　保健センター q 65-0711

◆歯科相談（予約制）
10月16日（火）
午前９時30分～11時

◆エイズ抗体、Ｂ・Ｃ型肝炎ウイルス検査
10月２日（火））・16日（火）
午前10時～11時
（医師不在の場合、採血できないことがあります。）

※時間は、受付時間です。
予約は半田保健所まで　q 2 1－ 3 3 4 1

半田保健所美浜支所健康相談（10月）

フッ素塗布のお知らせ
２歳・２歳６か月のお子さんを対象にフッ素塗布
を行います。
日　時 10月４日（木） 午前９時～11時
場　所 保健センター
対　象 平成17年３月・４月生まれ、平成17年９月・

10月生まれの幼児（対象のお子さんには個
人通知します）

内　容 フッ素塗布、歯科健診、ブラッシング指導
持ち物 母子健康手帳・歯ブラシ・タオル・コップ
※当日来られない方は、保健センターまで連絡して
ください。

●平成18年７月～平成18年12月生まれの子
●７歳半未満の未実施者

ポリオ予防接種

■日程

対象者

10月10日（水） 保健センター

月 日 場　　所受　付　時　間

午後１時30分～２時

10月18日（木） 保健センター午後１時30分～２時
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〈
豊
浜
〉

日
時

10
月
11
日（
木
）

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

町
公
民
館
（
豊
浜
）

相
談
員

民
生
委
員
・
行
政
相
談
員
・

弁
護
士

〈
内
海
〉

日
時

10
月
23
日（
火
）

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

町
公
民
館
内
海
分
館
（
内
海

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

相
談
員

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相

談
員
・
弁
護
士

相
談
時
間

一
人
30
分
ま
で

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
（
先

着
４
名
様
ま
で
）。
ま
た
、弁
護
士
の

み
に
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予

約
時
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
訓
練
科
目
・
期
間
・
定
員

●
普
通
課
程
（
２
年
）

シ
ス
テ
ム
設
計
科（
20
人
）

●
短
期
課
程
（
１
年
）

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科（
30
人
）、
Ｃ
Ａ
Ｄ

設
計
科〔
機
械
・
建
築
コ
ー
ス（
各
15

人
）〕、
デ
ザ
イ
ン
科
〔
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー

ス（
20
人
）・
Ｄ
Ｔ
Ｐ
コ
ー
ス（
10
人
）〕、

園
芸
科
、
ア
パ
レ
ル
科
、
彫
型
工
芸

科
（
合
わ
せ
て
40
人
）

募
集
期
間

第
１
回
　
10
月
１
日（
月
）〜
11
月
９

日（
金
）

第
２
回
　
平
成
20
年
１
月
７
日（
月
）

〜
平
成
20
年
２
月
15
日（
金
）

選
考
日

第
１
回
　
11
月
18
日（
日
）

第
２
回
　
平
成
20
年
２
月
24
日（
日
）

選
考
方
法

普
通
・
短
期
課
程
と
も

一
般
教
養
試
験
と
面
接

応
募
資
格

・
普
通
課
程
　
高
校
卒
業
ま
た
は
、

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

方・
短
期
課
程
　
義
務
教
育
修
了
ま
た

は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有

す
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
有
し
、
障
害

が
固
定
し
て
お
り
、
訓
練
と
集
団
生

活
が
可
能
な
方

応
募
方
法

入
校
願
書
、
健
康
診
断

書
を
居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業

安
定
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
校
日
　
平
成
20
年
４
月
９
日（
水
）

受
験
料
お
よ
び
授
業
料
　
無
料

そ
の
他

訓
練
で
必
要
な
工
具
は
お

貸
し
し
ま
す
。
た
だ
し
、
教
科
書
代
、

食
費
は
実
費
が
必
要
で
す
。
通
校
が

不
便
な
方
は
、
寄
宿
舎
に
入
寮
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

q
０
５
３
３
‐
９
３
‐
２
１
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
３
３
‐
９
３
‐
６
５
５
４

〒
４
４
１
‐
１
２
３
１
　
豊
川
市
一

宮
町
上
新
切
33
‐
14

交
通
事
故
や
脳
梗
塞
、
く
も
膜
下

出
血
な
ど
の
後
遺
症
と
し
て
お
こ
る

高
次
脳
機
能
障
害
は
、
見
え
な
い
障

害
と
も
呼
ば
れ
、
障
害
名
は
知
っ
て

い
て
も
具
体
的
に
障
害
像
が
わ
か
ら

な
い
と
い
っ
た
方
が
多
い
た
め
、
研

修
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

10
月
６
日（
土
）午
後
２
時
〜

午
後
４
時

場
所

東
海
市
市
民
体
育
館
　
会
議

室定
員

100
名

対
象
者

高
次
脳
機
能
障
害
当
事
者
、

家
族
、
支
援
者
、
地
域
の
み
な
さ
ん

内
容

高
次
脳
機
能
障
害
者
へ
の
専

門
的
支
援
機
関
に
よ
る
講
演
会

参
加
費

無
料

申
し
込
み

９
月
18
日
か
ら
10
月
６
日
ま
で
に
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
お
名
前
と
連
絡
先
・
参
加

人
数
・
所
属
機
関
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
電
話
ま
た
は
当
日
会
場
で
の

受
付
も
可
能
で
す
。

連
絡
先

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
　
元
浜
事
業
所

q
０
５
６
２
‐
３
９
‐
２
７
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
６
２
‐
３
９
‐
２
７
７
４

日
　
時

10
月
20
日（
土
）

第
一
公
演
　
午
後
２
時
〜

第
二
公
演
　
午
後
６
時
〜

場
　
所

美
浜
町
総
合
公
園
体
育
館

内
　
容

和
太
鼓
演
奏
団
体
「
志
多

ら
」
に
よ
る
演
奏
会

入
場
料
金

２，

０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
知
多
　
美
浜
営
農
セ
ン

タ
ー
　
青
年
部
担
当
事
務
局

q
８
２
‐
３
９
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
２
‐
３
１
４
４

広
報
９
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し

た
体
力
テ
ス
ト
会
の
日
程
を
次
の
と

お
り
変
更
し
ま
し
た
。
体
力
づ
く
り

の
参
考
に
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

会
場

篠
島
小
学
校

日
時

変
更
前
　
10
月
11
日（
木
）

変
更
後
　
10
月
16
日（
火
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

〔
９
月
１
日
付
・（

）
内
は
異
動
前
〕

▽
総
務
部
長
兼
会
計
管
理
者
（
総
務

部
長
）

酒
井
　
一
夫

▽
知
多
南
部
消
防
組
合
消
防
長
（
会

計
管
理
者
）

田
中
　
忠
衞

〔
退
職
者
〕
８
月
31
日
付

▽
知
多
南
部
消
防
組
合
消
防
長

石
堂
　
　
亨

困
り
ご
と
相
談

(

豊
浜
・
内
海)

町
社
会
福
祉
協
議
会

q
６
５
‐
２
６
８
７

Information 役場q65-0711

町
政
に
関
す
る
ご
意
見
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
へ

q

６

５

‐

０

７

１

１
（
代
表
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
６

５

‐

０

６

９

４

メ
ー
ル

m
in
am
ich
ita@

to
w
n
.m
in
am
ich
ita.lg

.jp

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の

平
成
20
年
度
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

福
祉
環
境
課

(

内
線
１
２
２)

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
た
め
の

相
談
支
援
者
・
直
接
支
援
者
研
修

福
祉
環
境
課

(

内
線
１
２
２)

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
知
多
青
年
部

美
浜
地
域
30
周
年
記
念
演
奏
会

農
業
水
産
課

(

内
線
２
５
４)

体
力
テ
ス
ト
会
日
程
変
更

の
お
知
ら
せ

社
会
教
育
課

q
６
５
‐
２
８
８
０

南
知
多
町
職
員
人
事
異
動

総
務
課

(

内
線
２
１
２)
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平
成
19
年
の
10
月
か
ら
11
月
に
国

土
交
通
省
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
、
三

重
県
、
名
古
屋
市
の
共
同
に
よ
り
中

京
都
市
圏
に
立
地
す
る
事
業
所
を
対

象
と
し
た
物
流
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
票
が
送
付
さ
れ
ま
し
た
事
業
所

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

中
京
都
市
圏
物
流
調
査
実
施
本
部

Á
０
１
２
０
‐
５
４
１
‐
２
５
６（
無
料
）

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
土
日
・
祝
を
除
く
）

愛
知
県
　
建
設
部
　
都
市
計
画
課

企
画
調
査
グ
ル
ー
プ

q

０
５
２
‐
９
５
４
‐
６
５
１
６

す
い
せ
ん
ひ
ろ
ば
は
、
知
的
障
害

を
持
つ
人
達
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
生
き

て
い
く
力
（
働
く
力
や
生
活
す
る
力
）

を
つ
け
る
た
め
の
施
設
で
す
。
現
在

27
名
の
利
用
者
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
の
下
請
け
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
仕

事
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
す
い
せ
ん
ひ
ろ
ば

の
こ
と
を
地
域
の
皆
様
に
知
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
秋
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。当

日
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

す
い
せ
ん
ひ
ろ
ば
縫
製
品
販
売

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店

手
作
り
工
作
体
験
コ
ー
ナ
ー

各
種
ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー

あ
ん
み
つ
コ
ー
ナ
ー
等

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

和
太
鼓
演
奏
（
こ
こ
ろ
会
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
出
店
し

て
秋
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。

１
ブ
ー
ス
　

横
　
２
・
５
メ
ー
ト
ル

縦
　
５
メ
ー
ト
ル
で
す
。

出
店
希
望
者
は
、
す
い
せ
ん
ひ

ろ
ば
ま
で
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
協
力
費
１，

０
０
０
円
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
先
着
７

店
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
家
庭
で
ご
使
用
に
な
ら
な
い
お

中
元
・
お
歳
暮
、
贈
答
品
、
再
利
用

で
き
る
生
活
用
品
な
ど
、
左
記
方
法

に
て
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

※
古
着
の
提
供
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

収
益
金
は
、
知
的
障
害
を
持
つ
人

達
の
幸
せ
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（1）
す
い
せ
ん
ひ
ろ
ば
へ
直
接
お
持
ち

込
み
く
だ
さ
い
。

（2）
す
い
せ
ん
ひ
ろ
ば
ま
た
は
左
記
の

者
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

後
日
、
い
た
だ
き
に
上
が
り
ま
す
。

す
い
せ
ん
ひ
ろ
ば
q
６
５
‐
１
９
２
５

（
内
海
地
区
）

保
母
百
合
子
　
q
６
２
‐
１
９
３
０

日
比
千
津
子
　
q
６
２
‐
０
８
８
４

斉
藤
ま
つ
ゑ
　
q
６
２
‐
０
１
３
３

（
豊
浜
地
区
）

堀
江
日
登
美
　
q
６
５
‐
２
５
４
４

家
田
　
恒
子
　
q
６
５
‐
０
３
２
６

奥
田
ま
ゆ
み
　
q
６
５
‐
１
５
０
５

（
師
崎
地
区
）

藤
田
　
史
恵
　
q
６
３
‐
０
３
２
２

※
篠
島
・
日
間
賀
島
の
方
は
、
す
い

せ
ん
ひ
ろ
ば
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
す
い
せ
ん
ひ
ろ
ば
は
、
土
・
日
・

祝
日
は
お
休
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ

す
い
せ
ん
ひ
ろ
ば

q
６
５
‐
１
９
２
５

10
月
21
日（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
（
雨
天
決
行
）

す
い
せ
ん
ひ
ろ
ば
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ
い
寿
の
丘
」
南
隣
）

日
時

場
所

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）

▲昨年の秋まつり

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

〜
物
流
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！
〜

期
間

10
月
１
日
〜
10
月
19
日

リ
サ
イ
ク
ル
品
を

提
供
し
て
く
だ
さ
い

リ
サ
イ
ク
ル
品
を

提
供
し
て
く
だ
さ
い

愛
知
県
内
の
企
業
・
事
業
所
様
へ

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
み
ん
な
一
緒
に
生
き
て
い
く

第
３
回

す
い
せ
ん
ひ
ろ
ば
秋
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ
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広
報

◆
発
行
／
南
知
多
町
　
T
E
L
6
5
-0
7
1
1

F
A
X
6
5
-0
6
9
4
編
集
／
総
務
部
企
画
情
報
課

〒
4
7
0
-3
4
9
5
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
大
字
豊
浜
字
貝
ケ
坪
1
8

町のホームページ http://www.town.minamichita.lg.jp/

9
.1
5

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

平
成
1
9
年
　
№
７
５
０

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

古紙配合率100％再生紙を使用しています

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

●
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

●
飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う

●
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

●
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

”ス
ポ
ー
ツ
の
秋
“
”行
楽
の
秋
“

を
迎
え
、
人
や
車
の
動
き
が
活
発
に

な
り
、
交
通
量
も
増
加
し
、
飲
酒
運

転
や
悪
質
・
危
険
な
運
転
に
よ
る
交

通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

”秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
“と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
日
増
し
に
日
没
時
間

が
早
く
な
り
、
夕
暮
れ
時
に
高
齢
者

が
交
通
事
故
に
遭
う
危
険
性
が
高
ま

り
ま
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意

識
を
高
め
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

ラ
イ
ド
＆
ラ
イ
ト
運
動

日
没
前
後
の
時
間
帯
は
、
道
路
交

通
が
１
日
の
中
で
最
も
集
中
す
る
時

間
帯
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
夕
暮

れ
時
の
視
認
性
の
低
下
に
よ
り
周
り

が
見
え
に
く
く
、
危
険
で
す
。
夕
暮

れ
時
に
車
に
乗
る
と
き
は
明
る
く
て

も
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
交
通

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ライト点灯目安時間

16：30 17：00 17：30 17：30 18：00 18：30

18：30 18：00 17：00 16：30 16：00 16：00

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

９
月
21
日
〜
30
日

鈴木
すず き

莉央奈
り お な

ちゃん（日間賀島）
平成18年７月12日生まれ

（お父さん　清二さん・お母さん　麻友美さん）

一に運動　二に食事
しっかり禁煙　最後にクスリ
～良い生活習慣は、気持ちがいい！～

９月１日～９月30日は
健康増進普及月間です

日ごろの生活習慣を見直し、定期的な運動と
バランスのとれた食事を心がけましょう。


